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編集後記

麦の香ばしさ？

年に一度の蔵開きイベント「ゑび

す蔵感謝祭」を本年は10月3

0日（日）に開催しました。日頃

からお世話になっている皆様へ

の感謝の想いをあらためて感じな

がら、地域の良いところを発見し、

また新たな楽しさ創造へのきっ

かけとなるイベントになったのでは

ないかと思っています。

角打ち&BBQコーナーでは、「リ

バーワイルドハムファクトリー」のウィ

ンナーと解禁したばかりの博多

湾唐泊漁港の「恵比須牡蛎」

をメインに、銀杏や椎茸など焼

きたての地元食材とともに熟成

焼酎の呑み比べを楽しんでいた

だきました。 また、今回は麦ポン

菓子を振る舞わせていただきま

したが、麦ポンの材料には福岡

県産の二条大麦「ハルシズク」

という品種で、当蔵の麦焼酎の

原料と全く同じものを使用しまし

た。筑前町で農業を営む林亮

輔さんのポン菓子機で試作が

重ねられた結果、麦ならではの

香ばしさと独特の旨味のある美

味しい麦ポンを提供することがで

きました。今後、更に進化した麦

ポンが味わえるかもしれません。

昨年に続いて‘らんびきの

うた’の「やないけい」氏、

うきは市で活躍中のバンド

「PRESENCE」、そして地元

朝倉市在住の歌う畳屋さん

「Mc Tatami」のふるさとへ

の愛情あふれる唄の数々・・。

心温まる音楽が蔵内に響き

渡りました。

11月8～9日商工会青年部
の全国大会が福島県で開催
され、復興道半ばの現状や、
これまでの活動について見
聞きする機会がありました。
その中で、これから「ない
ものねだり」ではなく「あ
るもの探し」をしていくと
いう言葉が心に残りました。
身の周りにある大切なもの
に気づくことで前に進むこ
とができる。「あるもの探
し」していきたいです。
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昔ながらのポン菓子機でポンッと

はじいた筑前町特産の黒大豆

「筑前クロダマル」そのものの香ば

しくほんのり甘い美味さがクセにな

ります。ご飯と炊いて黒豆ご飯や、

お湯を注いでの黒豆茶など楽し

みも広がります。この度の感謝祭で「麦ポン菓子」

を作ってみて、こんがり香ばしい

麦の風味を堪能することができ

ました。 この「香ばしさ」について

探ってみようと思います。大麦は、

でんぷんの他、たんぱく質を多く

含む穀類です。この たんぱく質

（アミノ化合物）と還元糖が加

熱された時に起こる反応を「メイ

ラード反応」といい、褐色物質

（メラノイジン）とともに芳しい香り

が発生します。たんぱく質を組成

するアミノ酸の種類ごとに発生す

る香気成分が異なっており、例

えば「バリン」はパンの香り、「アル

ギニン」はポップコーンの香り、

黒
ぽ
ん
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Mc Tatami
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「フェニルアラニン」はス

ミレの花、「ロイシン」や

「グルタミン」はチョコレー

トの香りなど、これらが複

雑にからみ合って麦らしい

香ばしさが生まれているよ

うです。麦焼酎の場合も発

酵モロミ中のアミノ酸が蒸

留工程で加熱されることに

より発する様々な香気成分

が風味を特徴づける大きな

要素の一つになっています。

【生産者】林亮輔福岡県朝倉郡筑前町


